














































節 として存在 している「房」について、フリー ドマンは「サブ・リニージ」(sublin






















第2節 墟村の家族  結び











































































































































































































































































































































































































































































フィール ドワークを実施 した。本論文は、このフィール ドワークによつて得 ら
































墟村での間き取 りは、村党書記、村主任 (大隊長)、 村小組長 (小隊長)、 宗










































































































































































































































































































































































































村 民 小 組
数
自然村数
巴山鎮 県城 7 47 8
東来郷 東来墟 5 43 42
白雪郷 白雪渡 8 78 50
孫坊郷 孫坊街 12 80 81
河上郷 枠背嶺 115 85
三山郷 三山廟 9 86 75
白陵郷 白陵街 6 59 55
六家橋郷 新屋下 8 74 81
航埠郷 航埠街 9 110 48
郊西郷 臥嶺 6 52 58
★沙堤郷 和壁園 9 107 96
馬鞍郷 馬鞍坪 9 103 92
石庄郷 羅家 8 80 82
郭墟郷 郭墟 8 100 107
許坊郷 許坊街 8 70 62
桃源郷 桃源 8 64 91
張坊郷 甘含村 4 39 30
礼陵郷 礼陵橋 8 84 103
相山郷 鳳自墟 4 23 25
21
山斜郷 山斜 7 55 49
港下郷 港下 3 25 24
左港塁殖場 小山朱家 3
羅山塁殖場 鍋炉下 2 8 3








オ族 1人、イー族 1人、チワン族 14人、ブイ族 3人、朝鮮族 3人、満州族 6
人、 トゥジャ族 1人、リー族 1人、イーロウ族 3人とい う割合である。全県で
は271姓があつて、陳姓、黄姓が一番多く、次いで、劉、李、呉、王、朱、孫、
楊、馬、張、周、徐、甘、羅、謝などが続いている。



































































































































































































































































































































まり、第 2、 第4サブ・ リニージは 1つの生産小組に、第 3サブ・ リニージは 1
つの生産小組に、第 5サブ・ リニージは 1つの生産小組に、第6サブ・ リニー
ジは 1つの生産小組に、第 7サブ・ リニージは 1つの生産小組になっている。
そのほかに、「紅壌」開発③には、2つの小組がある。











































によれば、清同治 12年(1873年)、 墟街は全県の2,107箇所の墟集の 1つであ






























































































































































































と大きな違いがあり、韻音の中で、「一m」、「一 n」、「― η」、「一 p」、「t」、
「― ?」 とい う6つの古韻尾が保留していて、標準語がほとんど消滅 した韻尾








動詞になっている座 (座る)、 立 (立つ)、 走 (歩く)、 拿 (取る)など;形容詞
39
になっている好 (よい)、 紅 (赤い)、 自 (白い)など ;数量詞になっている 1、





茶を飲む)、 吃煙 (タバコを吸 う)、 吃酒 (お酒を飲む),吃薬 (薬を服用する)
などの意味で広く使われている。「打」は標準語で「打つ」という意味で、発音
が「da」の3調に対 して、方言では「da」の 1調で、打米 (米を買う)、 打酒 (お





標準語とまったく違 う意味で使われて、発音やアクセン トもまったく違 う場
合である。例を以下に示す。
標準語 崇仁方言
漢字    発音
日頭      「ngiphOg」
/Akリス     「koger」
多々   「tiatia」




















































































































































































































墟村では地主が張桂林 (第3サブ・リニージ)、 張百生 (第4サブ・リニージ)、



















































































































































②出稼ぎ :20代の若い男性は広州、深り||、 油頭、浙江省 という沿海地方に出稼
ぎに行く。主な仕事は建築現場の労働者、工場の労働者、野菜栽培などである。
村にこれらの仕事に従事 している人が30人ぐらいいるのである。若い女性はご















































可欠と論じている。即ち、①血縁 (親子、兄弟関係)、 ②食事 (台所、かまど)、































































































フリー ドマンは 「家族の大きさは、富の蓄積 とともに増大」し、その家族の


























































































































































































































































































































































































































































第 3サブ・ リニージのある若い男性は、出稼ぎの広州で第 6サブ・ リニージの















































































初修 明成化元年乙酉歳季冬月 元 日  (明成化元年即ち 1465年
筆者注 以下同)
2修 明正徳 2年丙黄歳仲春月望後    (明正徳2年即ち 1506年)
3修 大清康熙丙戌季秋月        (清康熙年間 1662年～1721年)
4修 乾隆26年歳次辛巳陽月望 日     (乾隆26年即ち 1761年)
5修 皇清道光4年甲申季秋月上浣 元 日  (道光4年即ち 1825年)
6修 皇清同治 11年洪歳壬申仲冬月中浣之吉 (同治 11年即ち 1872年)


























わが族の 「宗桐」は明の成化年間に祖先の徳を記念 して、第3サブ・ リニー











間 (1564年～1572年)、 明万暦年間 (1573年～1619年)、 明天啓年間 (1621年
77
～1627年)、 明崇禎年間 (1628年～1643年)、 清順治年間 (1644年～1661年)
等の時代が経過 した。「族譜」は少なくとも40年ごとに 1回、修復されること












































29世代 (明字派)、 30世代 (定字派)、 31世代 (顕字派)、 32世代 (揚字派)、







































































ると言 う。第 4、 第 6、 第 7サブ・ リニージには分節を形成 し、第 4、 第 6の分
節はそれぞれ同じ県の山塘村、楓樹跛、庫背村で生活 している。同村に住んで
いるもつとも盛んなサブ・ リニージは第 3サブ・リニージ(40世帯)と第 7のサ
ブ・ リニージ (「大7房」と「砂灰山7房」)(68世帯)である。
81
現在の墟村では、7世帯の別姓があるが (陳姓 3世帯、郭姓 2世帯、劉姓 1
















及び内部構造の重要な用件であると強調する。 (M・フリー ドマン 1958:47)
「宗族」の分節に対するフリー ドマンの解釈は多くの人類学者に受け入れられ












































に張姓 リニージ「宗祠」のすぐそばに第3サブ・ リニージが固まつて居住 して
いる。今では第 1サブ・ リニージの居住痕跡すら発見できない。以上の事実か
ら以下のことが予想される。
第 1に、第 1サブ・ リニージの消滅は貧乏に起因していることである。即ち、
より弱小で貧困なサブ・ リニージは死に絶えることがある。哀れな残余者は村
を離れていく。第2に、張氏各サブ・ リニージが固定して住居を構えているこ
とから、第 1サブ・ リニージも集中的に居住 していたであろう。 しかし、現在
の村の居住構造を見れば、第 1サブ・ リニージの居住空間は発見しにくい。お






























地方の人は第4サブ・ リニージの両兄弟の子孫で、張氏 「修族譜」に参加 した
































灰山」は確かに風水を考慮 し選んだ墓地である。 しかし、これは張氏 リニージ
の祖墳山の風水より、いいとは言えない。とい うのは、張氏リニージの始祖の
墓地より、超えてはいけないからである。
清の道光時代 (1821年～1851年)の頃に、第7サブ・ リニージの 「大7房」
の菊聡公の家に、文人が多く出てきたことで、村での社会的地位が上昇するよ
うになり、1949年までに、村の日常運営など殆ど「大7房」の有力者によつて










































































































墟村の 「家祠」ともい うべきものは、2通りに分けられている。 (図5、 図 6
と写真を示す)













































































































臨終 → 「小蜃」→ 「報喪」・「吊喪」→ 「大蜃」→ 出棺 → 埋葬























番上にりんごが 1つあるとい う (B家には娘 3人、息子 1人、即ち、花が娘で、





























































































意味も違 うものになっているのではないかと思 う。その一方、」・L O Watsnの
指摘するように、金銭授受がさまざまな形で中国の葬儀に浸透 していることは、
恐らく、交換の普遍的な媒介物である金銭が、帝政後期には文化領域にまで入

















































































































































漢 (紀元前 206年～紀元220年)の時代の墓を発掘 した石碑文には 「上天蒼












塔」 (「インホェンタァー)「開路鶏」 (「カイルジ」)「打狗餅」 (「ダーゴオビ




























































































































































































































まず、「后土」 (「ホォー トゥ」保護神)を礼拝 し、墓に黄色いっぽい 「草紙」


































































































































































































































































































































サブ・リニージの映山公が 【進士】に合格し、湖広正 【大夫布政司 (使)】 を勤






第 4「牌坊」の 「科甲名家」 (「コォジァミンジャ」):第6サブ・ リニージの
月一公の娘が南雄 【知府】の呉道南の′息子に嫁いだのを記念 して、この「牌坊」
が建てられた。
第 5「牌坊」の「繍裕行弟」 (「シュウユュシンディ」):第7サブ・ リニージ
の菊聡公の家は5世代からなつていて、清の道光時代 (1821年～1851年)に息
子 3人とその孫達がそれぞれ選抜試験に合格 し、試験を受けるために上京 し、
それら張姓は数 10人に上る。これを記念 して、この 「牌坊」力｀建てられた。





















































































































は張リニージは3人、曾 リニージ 1人、陳リニージ1人 (陳リニージの嫁で呂
とい う姓の婦人主任)黄リニージ2人になっている。それに、村民委員会の党


















































































































































































































側門   正門    側門
図 9
中国の村落文化の中で、「宗祠」は非常に重要視 されてきた。リニージ成員は



















出費や 「宗祠」の日常の維持と修繕に充てていたとい う。このような 「族田」









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明桂 定紹 定文 定真
明桂 定文 定真
定真 定聯
定武 定塘 明学 明思 定木
定南 明勤 顕国 明優 定子
定思 定曾 明毅 明開
瑞清 宣文 恰和 定文 富龍
文少 定彬 定固
定富 文細 顕仲 顕林
定留 定彬 定根 定才







が設けられている。原則的に各サブ・ リニージには、定武 (第2サブ・ リニー
ジ)、 明思 (第3サブ・ リニージ)、 文細 (第4サブ・ リニージ)、 明勤 (第5
サブ・ リニージ)、 定留 (第6サブ・ リニージ)、 定思 (第7サブ・ リニージ)




































































































































家字号  本族 2房支領




裔字号  本族 5房支領
繁字号  本族 6房宿公支領
昌字号  本族 6房鎮公支領













































































































































































































































































































































































従来、「修族譜」とい うのは族内の暦代仕官などを記載 し、族人の業績を記 し、











































































































































































る。例えば、『 儒教と道教』を著わ した M・ ウェーバ (Weber,M。)は、中国漢
民族にとつて、祖先崇拝が太古以来の唯一の民俗宗教であったとし、祭司とし
ての家長によつて管理 されて、氏族の団結を維持・存続する基盤になつてきた





他方 、漢民族 についての社会人類学的研 究で先駆 をなす フ リー ドマ ン
(Freedman,M)は、各 レベルの血縁集団のセグメン ト (分節)力｀形成されるた
めには、 「祀産」 (祖先祭祀権 とそれに伴 う財産の分与)が決定的に重要な条
件になると考えた。さらに、彼は、東南中国の祖先崇拝を家 レベル と宗族 (リ
ニージ)レベル とに分け、祖先を祭る場 としての 「家祠」と「宗祠」が、いか
に社会組織 としての家族 と宗族に対応 しているかを示 した。つまり、家と宗族
とい う2つの レベルでの漢族父系出自集団において、祖先崇拝が統合の結節点
にな り得ていることに着 目し、祖先崇拝のもつ社会統合的機能を論証 しようと
したのである。 (M・フリー ドマン 1958:81～91)こうしたフリー ドマンによ
る三分法的分析は、中国祖先崇拝の特徴を鮮明にし、その研究を大きく前進 さ
せたといえる。 (史宗 1995:870)
しか しなが ら、社会統合的機能を強調するフリー ドマンの中国祖先崇拝研究
は、祖先崇拝の思想的な根拠についての論証が足 りなかった為、今 日の中国に







よいとい うことではない。む しろ、現代中国の祖先崇拝を把握するには、 「宗
教性」と「社会性」の両面から考える必要があ り、現代中国の祖先崇拝の解明
にとつて、両者の関連の考究が重要な鍵になるのではないだろうか。墟村の家
レベル と宗族 レベルにおける祖先崇拝の不均等な二元性にしても、その 「宗教
性」 と「社会性」との関係を解明することによつては じめて、説明可能になる
と思われるのである。
本論文で取 り扱われる「宗教性」 と「社会性」とい う用語は、墟村の実態に
即 して使われている。祖先崇拝の 「宗教性」 とい うのは、墟村の親子関係に存
在する生命論 としての 「孝」 とい うものをさしている。他方、 「社会性」 とい
うのは、血縁集団の維持 と存続のために個人や集団を規制 した り結束させた り
する側面を意味 している。
これまでの 3章では、墟村での現地調査に基づいて、家 レベル とリニージレ
ベル とい う両 レベルの祖先崇拝の実態を考察 してきた。 この章においては、墟








儒教についての議論 と研究はこれまで、 「もつぱらテキス トに基づいて儒者
の学説を検討 しながら、儒教の成立と展開過程の時代的 0社会的背景や儒教が
描いた人間観・社会像を論 じるものであつたが、その関心はどこまでも儒者や
文人の個人に焦点を置いて思想 と理念を扱 うに留まるもの」であり、 「現実の
社会生活の脈絡のもとで説かれている社会規範や実際の行動様式について、民
族誌的な観察に基づいて儒教の伝統が論 じられた り比較が試み られることは殆
どなかつた」 (伊藤 1993:54)とい うのが現状であろう。
筆者の狙いは、まず、1949年以後、中国大陸での激 しい政治的、社会的変動
を経験 した今 日において、民衆 レベルでの儒教の存在様態はどのようなものな
のか、特に農民達の情感構造の中で儒教がどのように受け入れ られているのか


























































し、儒教の理想 と現実との 2重構造、並びに対他者 と対 自己との 2重構造が農











































五常を認めるとい うよりも、仏教の第 1義である五戒 と儒教の五常との一致を
説き、さらには孝経典を作成 して、 「仏教倫理 としての孝」を強く押 し出すこ
とであつた。
中国仏教の中で、現在も一般大衆に受け入れ られたものは、 「報恩 としての
孝」の教えである。イン ドにおける原始仏教は、あくまでも自由と平等の立場
に立って、一切のことを説いている。「一切衆生、悉有仏性」と言われるように、





























もつ と同時に、中国文化は仁を中心とする文化である。 さらに、第 2世代に属
する徐復観は、中国文化を 「′い」の文化 として捉え、 「′卜Jの文化を理解する
ためには、生命の価値の根源を把握することが重要な意味を持つていると強調
している。彼は、孔子の 「仁遠乎哉 ?我欲仁、斯仁至臭」や 「為仁由己」等の
194
言葉を引用 し、儒教にい う価値根源あるいは道徳根源は、人の生命の中にある
と分析 している (方克立 (等編)1995:下)。 牟や徐のような考えは、「純粋
に理性的な哲学思弁ではなく、実践理性の道徳規範でもなく、ある種の感性的、
心理的な情理構造を営造 している」 (李澤厚 1997:68)と言えるであろう。
このような生命に対する認識は、中国人の人生観、世界観に関わつているの
である。早 く、儒教の始祖である孔子は、弟子の季路から生死問題について問




る。 「於有限中寓無限」 「天地之大徳曰生」。)とい うように、儒教は、生の意
義を現世社会の中に見出す とともに、人間の生を自然や宇宙の生成になぞらえ
た。 これは正に中国人の共有的な宇宙観、人生観、生命観であると言えよう。
また、孔子は 「至於犬馬、皆能有養。不敬、何以別平 ?」 とい うように、儒
教は、人性の情感的な心理を出発点 として、双方的な親子の愛情を基礎に、社
会一般を構築 しようとする。 これに対 して、銭穆は 「孔子的主要教義)乃従全
心体来主宰全人生、由全人生来参悟天命真理。……在全部人生中、中国儒家思
想、則更著重此心的情感部分……」③ (銭穆 1985:198)と論 じている。つま














つつあると思われる。 さらに、海外の中国人のあいだでの 「尋根」 (ルー ツを































の顕著な特徴の 1つであると述べている。 (マイヤ・フオーテス 1980)
以上に述べた地域は、農耕社会であるか (アフリカは半農半牧民が多い)、
或いは強大な家父長権の統治の下に置かれていたとい う特色が見られる。なか









の強度の定住性が自然に生 じたのである。耕作の便を考慮 して耕地 と住まいの














































団結力の強い宗族の形成を促 した。 もつともフリー ドマンは、単に外敵からの
自衛の必要性を通 して宗族の結束が促 されただけではなく、この地が中央の政
治権力から遠 くに位置 し、その直接的介入から比較的自由であつたことも、宗















る。家族宗法制度 とは、一口でいえば、家族 と宗族 とが結びついた宗族式家族
制度の行為規則の体系であり、封建秩序に不可欠の構成要素であつた。
中国の家族宗法制度の発展は 3つの段階に分けられる。第 1段階は西周 (約
紀元前 H世紀～紀元前 771年)に形成 された宗法式家族制度である。第 2段階
は東漢 (25年～220年)時代から出現 し、魏晋 (220年～420年)から唐 (618
年～907年)の時代までに発展 した 「世家大族式」制度である。第 3段階は、







築するため、 「敬宗収族」とい う政策を打ち出すことになる。『礼記』に 「是
故人道親親也、親親故尊祖、尊祖故敬宗、敬宗故収族」 と記載 されている。要
するに、同じ祖先を尊重 し、血縁的な緊密 さを強調することによつて、親族や
宗族の団結を図るとい うことである。春秋戦国時代 (紀元前 770年～紀元前 221














に定めて、 リニージ成員に厳 しく要求 している。税金を確保できれば、封建王




組織 と家族組織 とは重な り合つていた。 もともと前者は地縁的に、後者は血縁
的に村民を区分するものであるが、 「里甲」 「保甲」制度が設けられたことに


































ニージの有力者や彼 らの信頼するリニージ成員 らであつた。 「湘軍」は、 リニ
ージ (宗族)の有力者への忠誠心に支えられて、 「天平天国」を鎮圧 した。清
政府は、宗族の力を借 りて反乱軍を制圧 し、曽氏 リニージは、政府に協力する


























の間で、空前の規模の 「械闘」が発生 した。 この 「械闘」の直接の原因は、祖
墳山に起因 している。馬頭山郷東軒村に位置する沖天蝋燭山は、劉氏の祖墳山
として、ゆ うに400年の歴史を持っている。清の乾隆時代から劉氏 リニージは、
8つの房 (サブ・ リニージ)に分かれ、各房はいずれ も、沖天蝋燭山を祖墳山
としてきたのである。 しか し、1950年代の土地改革により、沖天蝋燭山が東軒
村村民の共有財産 とされたために、劉氏 リニージはその所有権を失 うことにな
る。それに、現在の東軒村の村民の60%は、張氏 リニージの人達である。
1987年1月、劉氏 リニージの 1人の死者がこの山に葬 られたところ、それを
認めない張氏 リニージの人達が棺を掘 り出す とい うことがあつた。 これを知っ
た劉氏 リニージ側は憤慨 し、同県のすべての劉姓を糾合 し、手製の武器を持つ




芽期において、或いは厳 しい対処によつて、殆 どの事態を収拾 している。墟村
の属する崇仁県政府は、村に課 した3つの任務の うちの 1つである「安定団結」
とい う方針や、 「宗桐」の修復への警戒の態度から、 リニージ間の 「械闘」に




可能になった。墟村におけるこの 「修族譜」は、 リニージや リニージ成員の歴
史的存在根拠を辿ることに重点が置かれている。それは、 「族譜」の旧来か ら
の伝統を継承 しながらも、現代的な要請にも柔軟に対応 して、なるべ く社会性、
倫理性を強調 しない内容になっている。これがかつての 「修族譜」 と大きく違
う所であろう。それにもかかわらず、この 「修族譜」によって、宗族のさまざ
まな 「社会」的性格が露呈 し、 リニージ意識が助長される一面があることも否
定できない。
1998年現在、行政的な末端単位である墟村の生産小組は、基本的に伝統的血





し、伝統的な リニージ組織も存在 しない。それにもかかわらず、 「修族譜」に
















歴史的・文化的価値の承認もあり、家 レベルの祖先崇拝 (生命論 としての孝)
を基盤に した 「修族譜」を実現することができた。 リニージ成員の生命源泉を
求める 「修族譜」は、 リニージ成員に同じ祖先を持つていることを認識 させ、
リニージ成員の文化的な 「根」を辿ることを可能にする。その 「修族譜」にあ
たって顕在化 した リニージのさまざまな 「社会性」は、 「修族譜」の全過程に
おいて、社会統合機能を果た したのである。
以上のように、墟村における孝は、 「親の扶養」 「男子孫を作ること」 「親
の葬儀 0祭祀」 とい う三者を含むものである。 自分の生命は、一方では、子 ど
もの継続によつていつまでも生きつづけられ、他方では、親の葬儀 と祭祀を行
うことで、父の生命、祖父の生命 とい うふ うに、生命の源へとさかのぼること




は、あくまでも親子間にとどまるものであ り、 リニージ関係までには拡大 しな






的 0精神的な価値源泉を確認することによつて、 「同祖同宗」 (トンズウ トン
ゾン)の意識は強固になり、同一出自集団への帰属意識を促 した。このように、
価値根源あるいは道徳根源は人の生命の中にあ り、生命は 「生生の徳」の中で
成立 しているする、儒教的考えが村人の間に共有 されているのである。彼 らは
孔子を知 らなくても、こうした生命観は、彼 らの行為、思惟方式、習慣に浸透





他方、 リニージの 「宗祠」での祖先祭祀は、宗族を統合 し、その一族の結束
と力を内外に誇示するとい う「社会的」機能を果た した。 こうした一族の統合
を目指す宗族 レベルの祖先崇拝の維持にとつて、家族宗法制度が果た した役割
が大きかったが、宋以後の近代中国家族宗法制度は、封建時代の統治制度にと





や 「宗桐」の 「社会性」及び 「倫理性」に強い警戒感を持つていることからも
わかるであろう。







さらにサブ・ リニージ社会一般へ と披露 されることで、親子関係を軸 とする血
縁関係が再整合 された。5等喪服によつて血縁関係が再整合 されるばか りでは






























(4)訳:大きい リニージは小 さい リニージを欺いた り、強い リニージは弱小 リ
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